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PSR B1259 + 63とHESS J0632 + 057は共に大質量X線連星だが、特に電波からTeVガンマ線まで広い帯域
に亘って、軌道位相依存性を持った非熱的放射が見えていることから「ガンマ線連星」と呼ばれている。両系と
も大質量星は薄く大きな星周円盤を持つOB型星 (Be星)である。一方コンパクト天体は、PSR B1259 + 63はパ
ルサーと分かっているがHESS J0632 + 057はパルサーかもしれない仮説 [Moritani et al.(2015)]があるもののそ
の正体に決着がついていない。我々は南アフリカ共和国サザーランド観測所にある IRSF1.4m望遠鏡を用いて、
ガンマ線連星の近赤外線 (JHKs)モニタリング観測を行い、軌道位相依存性の有無やその原因を究明している。
本講演では IRSF/SIRPOLを用いて 2010年から 2012年にかけて行われた両系の偏光観測の結果を紹介する。

まず、PSR B1259 + 63を観測した時期は 2010年の近星点通過時に相当する。この時期、測光観測では近星点前
から 0.1等級程度増光し、各バンドで増光時期がずれていることが分かった (河内他：日本天文学会 2015年秋季
年会 J116a)。それに対し、偏光 (P ∼ 3%)には殆ど変化がなく、QU 平面上でも有意な変化が見られなかった。
これは、近赤外増光がパルサー風がより Be星星周円盤の密度の高い部分と衝突を始めた結果起きるのではなく、
Be星星周円盤が僅かに伸縮することによるものという仮説に矛盾しない。
HESS J0632 + 057の観測時期は軌道位相 0.2前後であり、この期間で有意な変動は見られなかった (P ∼ 3%)。

しかし、軌道位相依存性を調べる為に 2014年からかなた望遠鏡を用いて行っている観測と比較したところ、4年
の間でQU 平面上で右下に移動しており、僅かに軌道位相依存性もあることも分かってきた。


